
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       今年度第３回目の全校集会を、9月 22日 

（金）に行われました。 

今回は二学部総合的な学習の時間、自然科 

学体験講座を選択している生徒が中心にな 

って、発表を行いました。 

  まずは、「おもしろ実験」と銘打ち、普段 

から身の回りにある何でも無い材料を使っ 

た、想像もつかないような現象を体験を行いました。今回は「水中しゃぼん玉」と「ダイラ 

タンシー」の実験を行ったのですが、とても興味深い実験となりました。 

「水中しゃぼん玉」はなかなか高度な技術を必要であったため、上手くいかなかった班も 

あり、少し残念な結果となりました。しかし、「ダイラタンシー」は科学の不思議さを肌で 

感じることの出来る実験となり、とても興味深いものとなりました。 

その後、趣向を変えて、みはま支援学校の付近に生息している様々な生き物について、実 

物を間近で見て、袋越しではあるけれども実際さわるという体験を行いました。赤松先生が 

普段から愛情を込めて育てている多くの生き物が、生きた教科書として準備されていて、ド 

キドキの体験となりました。中でも「ふな」や「金魚」はまだそれほど問題は無かったので 

すが、さすがに「ナマズ」に触れることには勇気がいったようで、皆さんどことなく腰が引 

けたような状態でさわる体験をしていました。 

 次回は文化祭の直前ということで、各クラスから文化祭への取組を発表してくれること 

になっています。普段から取り組んでいる合奏などの発表となります。 

                               文化祭は１１月３日 

                              （金）「文化の日」を予 

                              定しています。 

楽しみにしていてく 

ださい。 
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 9月 23日（土）第３回目の「いきい

き交流教室」が行われました。教育活動

サポーターの方々が和歌山病院に入院

している本校児童生徒に、ベッドサイド

で絵本の読み聞かせを行いました。 

 短い時間でしたが、普段の授業とはま

た違った雰囲気での読み聞かせだった

ので、新しい刺激もあり、とてもすてき

な時間を過ごすことが出来たようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月２８日（木）二学部の高等部生徒を対象に、

「喫煙防止教室」を行いました。本校の学校医であ

る大谷和正先生より、喫煙の恐ろしさについて講義

をしていただきました。特に受動喫煙の危険性につ

いての話は、私たち大人にも考えさせられるものが

ありました。 

 

 

 

 

 

 

 ９月２９日（金）に、二学部高等部が「社会見学」に行ってきました。今年は昨年も訪れた

「和歌山城」の見学に加え、和歌山市にある「和歌山県立近代美術館」にも行ってきました。 

 朝、JR御坊駅に集合した後、電車で JR和歌山駅まで移動し、和歌山市営バスで「県庁前」

まで移動。まずは県立近代美術館を見学しました。学芸員の説明を聞きながら作品鑑賞をし

ました。西洋画や日本画はもちろんのこと、それぞれの人物画や風景画といった様々な絵画

作品や、彫刻作品もあり、芸術の秋にふさわしい有意義な時間を過ごすことが出来ました。 

 その後、テーブルマナーを学びながらすてきなレストランで昼食をとった後、三つの班に

分かれ、一つは和歌山城の見学に向かいました。本丸は鉄筋コンクリートですが、多くの貴重

な資料が展示してあり、歴史の重みを感じることが出来ました。何よりも、天守閣からの眺望

は当日の晴天と相まって、記憶に残る素晴らしい１日となりました。 

  

 

 


